
障がいのある方などの避難支援を考えよう

一人ひとりの命と暮らしが守れる地域づくりに向けて

できることからはじめよう！

認定NPO法人レスキューストックヤード

常務理事 浦野 愛
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避難行動要支援者とは？

災害が起こった時に、

『『『『自力で安全な場所まで避難するのが難しい人自力で安全な場所まで避難するのが難しい人自力で安全な場所まで避難するのが難しい人自力で安全な場所まで避難するのが難しい人』』』』で、

家族や親類だけでは対応できず、周囲の手助けを必

要とする人

●例えばこんな人

情報の入手や判断が難しい

移動が難しい
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過去の災害の事例１

重度障がい者5日間のまず食わず

1995年阪神・淡路大震災

●エレベーター停止。

市営住宅10階に取り残さ

れた

●高齢の母は外に助けを

呼びに行けず

●5日後たまたま通りか

かった福祉施設職員に発

見され、避難所へ
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過去の災害の事例２

視覚障がい者浸水に気づかず逃げ遅れた！

2000年東海豪雨水害

●河が決壊。壊睡眠中

●頭の後ろに水がついて

初めて浸水していると認識

●道路は既に冠水。周囲

の状況や安全な道が判断

できず2階にとどまった
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過去の災害の事例3

老々介護の深刻さ

2011年東日本大震災

●石巻市では死者の内19％が

寝たきり高齢者

●逃げなかった理由は、「夫を

残していけない」「自宅で家族の

迎えを待っていた」「もう死んで

もいい」

●平日の日中は家族が出払っ

ていて、津波警報が出ていても

避難できなかった
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陸前高田市民生委員さんのコメト

特定の人だけが情報を持っていても間に合わない特定の人だけが情報を持っていても間に合わない特定の人だけが情報を持っていても間に合わない特定の人だけが情報を持っていても間に合わない

●普段の見守り25世帯を回り近所の

人と逃げるよう促した

●20分で10件に声かけ。そこに津波

襲来

●自主防災組織や消防団、住民ら

との協力体制をより強めていかな

ければ。民生委員だけ情報を持っ

ていても緊急時は対応しきれない
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避難行動要支援者避難行動要支援者避難行動要支援者避難行動要支援者
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普段「知っている・気になる」ことが強み

なじみの顔でさらに安心

・とにかく好きな人から助けた。（阪神・淡路大震災）

・震災前から「福祉マップ」で「何かあったら心配だな」と気になる

人を把握。手分けしてすぐに安否確認ができた。私の顔をみる

なり「怖かった。来てくれて嬉しい」と泣き崩れた。

（能登半島地震・輪島市・穴水町）

・揺れの後、自治会長が各家を訪問。

「ブレーカーなどを落として避難を！」

と声をかけ、死者・火災なし。

（長野県神城断層地震・白馬村）
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直後の救助に当たれる

のは近くにいる動ける人

たちでしかない

隣近所、企業、学校・・・

様々人たちと繋がろう
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阪神・淡路大震災

救助を求めていた人3万5千人
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被災者が一番伝えたいこと～宮城県七ヶ浜町・被災者の命のメッセージ～

どこに誰がいるのか分かっているのはやっぱりご近所さん

●自宅で片付けをしていたら、

「早く逃げろ！」「近所に身体

の動かない人寝たきりの人は

いないか？」と消防団の声。

●13年間、自分で歩くこともで

きない一人暮らしのおばあさ

んの顔をふと思い出し、ひょっ

として・・・

●おばあさんは一人、部屋で

ぶるぶる震えていた。
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2013年12月2日河北新報より／気仙沼市ヤヨイ食品気仙沼工場

従業員が誘導、住民救う

・従業員らは住民に呼びかけ、

素早く避難行動を開始。

・歩行困難なお年寄りの手を引いて

階段を上った。寝たきりの女性は、

担架に乗せて運び上げた。

・普段から住民が訓練に参加。落ち

着いて行動できた。

・自宅は全壊した。助かったのはヤヨ

イのおかげだ。

資材・重機

提供

避難スペース

開放

食事・生活

物品提供

送迎・運搬

ボランティア

派遣
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被災者が一番伝えたいこと～宮城県七ヶ浜町・被災者の命のメッセージ～

毎年の訓練参加で、ダウン症の娘がすぐ避難

●ダウン症の娘に、避難場所

と逃げ方を教えるために地域

の防災訓練に毎年参加。

●家族みんなが約束どおりの

場所に避難。訓練は無駄では

なかった。

●家族が集合場所にたどり着

くまで地域の方が声かけ
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命を守る避難行動計画づくり

自分が助かる

ための準備

近くの人からの

声かけ・救助

様々な地域資源

との協力

日常の訓練

の積み重ね

支援の要は支援の要は支援の要は支援の要は『『『『地域地域地域地域』』』』

互いの存在の記憶互いの存在の記憶互いの存在の記憶互いの存在の記憶
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もう一つの課題 避難所
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指定避難所の光景

西宮市立津門小学校西宮市立津門小学校西宮市立津門小学校西宮市立津門小学校 17



トイレ 汚い、使いづらい

Copyright© 災害の備え , 2018 All Rights Reserved.
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寝床 床が硬い、平らな場所から

立ち上がれない
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食事 炭水化物中心、冷たい硬

いぱさぱさ・・・
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私たち居場所はどこに？
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支えられ避難2ヶ月

2011年東日本大震災

最大で1300人が避難した石巻市の港小。重い意識障害のある湊

中3年Tさん（14）の家族5人も約2ヶ月間、ここで生活した。自宅は石

巻港から約1kmの距離にある。3月11日、地震の揺れが落ち着くと、

家族は車で300mほど山手にある湊小に向かった。父親のNさん

（51）が車いすを校舎に運び入れた時だった。黒く濁った泥水が校

舎1階の階段に押し寄せた。Tさんは妊産婦や乳幼児がいる家族た

ち約30人とともに3階の相談室に身を寄せた。たんの吸引など医療

的ケアが必要な重い意識障害はTさんだけだった。「1人分のスペー

スは1畳もなかった。」母親のRさん（44）が避難当初を振り返る。

3月13日、自衛隊のヘリコプターでTさんを石巻赤十字病院に搬

送してもらったが、翌日には避難所に戻された。病院は次々と運ば

れる患者であふれ、治療を終えた患者が入院できる状態ではな

かった。自宅は2階まで浸水した。「電気も水もない。道路も電話も

だめ。これでは生きられない」。絶望感で心を締め付けられた家族絶望感で心を締め付けられた家族絶望感で心を締め付けられた家族絶望感で心を締め付けられた家族

を支えたのは、地域の人たちだった。を支えたのは、地域の人たちだった。を支えたのは、地域の人たちだった。を支えたのは、地域の人たちだった。
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Tさんは生後11ヶ月の時、離乳食をのどにつまらせ、低酸素脳症

に陥った。Nさん、Rさんは「同年代の子どもと接するのが最良の教

育環境になる」と考え、特別支援学校ではなく、地元の湊小、湊中

に進学させた。Tさんの表情は豊かになった。学校行事を通じて、

多くの住民とも知り合った。その経験が、避難所生活で生きた。Tさ

んに付きっきりの家族に変わり、地域の人が食事の支給に並び、

洗濯を手伝ってくれた。真夜中のたんの吸引も「気にしないで」と見

守ってくれた。「Tちゃんは大丈夫?」と、いつも体調を気に掛ける同

級生たちがいた。Rさんは「避難した子どもたちも不安で一杯だった

と思うが、それでも一番危うい命だとTを気遣ってくれた」と感謝す

る。・・・（省略）・・・

多くの障害児、障害者は居住する地域とのつながりが薄く。孤立

しがちだ。やむなく車中や子どもたちの状況をよく知る特別支援学

校などで生活した人もいるという。「在宅介護する家族と地域の人在宅介護する家族と地域の人在宅介護する家族と地域の人在宅介護する家族と地域の人

たちが互いに存在を確認し合うことの重要性たちが互いに存在を確認し合うことの重要性たちが互いに存在を確認し合うことの重要性たちが互いに存在を確認し合うことの重要性が、今回の震災で明

らかになった」

(2011年10月26日・河北新報より)
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頼りになるのは「ご近所さん」と言うけれど

●近所の人たちとつながりを作るためには「きっかけ」

が必要

●普段から接点の無い人に、災害があったからと言っ

て「いざという時は地域で協力しましょう」と言っても、

戸惑ってしまう。

●「相手を知らない」 「やり方が分からない」ことが互

いの壁を厚くさせ、憶測・思い込みを生み、相互の不

信・不安となって孤立や見てるだけの状態を作ってし

まうのではないか？

●高齢者や障がい者も地域の一員。「助けられるだけ

の人」とは考えない
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できることからやってみよう！
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避難行動要支援者対策

３つのステップ

１．災害時に一人や家族だけで安全に逃げること

が不安な人を把握する

２．一人ずつ災害時のひなん方法を検討する

３．実際にひなんが上手くいくか、防災訓練の

中で確認する

26



○65歳以上の一人

暮らし

●お年寄りだけ

△障がいのある方

がいる

▲小さなお子さんが

いる

□上記以外で支援

を必要とする

地域支援者

蟹江町中瀬台町内会要援護者マップ

勉強会の場で、民生委員や地域住民から該当者の情報

を募り、マップに反映。後日民生委員と町内会長らで名簿

登録の声かけ訪問を行った。
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名簿づくり～活用できる情報を集めよう～

[名簿作成のポイント]

ひなん誘導に必要な援助や配慮を把握する

①名前

②年齢

③性別

④家族状況（一人暮らし・高齢者世帯）

⑤身体状況（病歴）

⑥移動手段（見守り・杖・車いす・担架）

⑦特記事項（耳が遠いので大声で声かけ必要、

認知症、きざみ食など）

・避難誘導に必要な支援者の人数

・避難誘導に必要な道具

・避難誘導時に必要な配慮

これを聞くことができると・・・

が明確になり、一人ひとりの支援計画ができる
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支援方法の目安

色色色色 項目項目項目項目 目安となる基準目安となる基準目安となる基準目安となる基準

赤色 対象者の条件 ・ねたきりなど自力では動けない方

支援者

4名以上

支援方法 ・担架、リヤカー、車いすなどの道具を 使って避

難誘導を行う

黄色 対象者の条件 ・自力で動けるが、足腰に不安のある方

・自力で動けるが、避難判断に不安のある方

支援者

1名以上

支援方法 ・見守り程度の避難誘導を行う

青色 対象者の条件 ・自力で動けるが一人暮らしの方

支援者

声掛けだけあ

れば一人でな

んとかなる

支援方法 ・安否確認を行い、必要に応じて避難誘導を行う
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地域支援者4人以上

地域支援者1人以上

声かけのみ 地域支援者
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住民の声

「自分がどうなるかもわか

らないのに、人のことまで

責任を負えない」

「素人の自分が手伝うこ

とができるのか不安」

自分の命、家族の命が無事で、自分が

動ける状態であった時に

①安否確認・声かけ

②ひなん誘導

を、お願いしたい

役割や条件の明確化

地域支援者講習会の実施

「地域支援者」として協力を得よう！
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実際に機能するか防災訓練で確かめよう！

愛知県蟹江町 富吉グリーンハイツ町内会・中瀬台町内会

ひなん誘導訓練の実施

[取り組みのポイント]

①確認する！

モデルとして選ばれた方の災害時

ひなんカードをもとに、地域支援者が

避難誘導を行い、問題点などを洗い

出す。

②楽しむ・交流する！

参加者の増大とお互いの顔つなぎをね

らって、芋煮会と抱き合わせで行う。

③技術を見につける！

有効な避難方法について具体的に学ぶ。
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要援護者のひなん誘導訓練

[ひなんまでの手順]

①地域支援者が自宅までお迎え

②扉に「避難完了」のカード

③要援護者をひなん所まで誘導
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「あら〜、とっても久しぶり」「会えてよかった！」
「周りの人が親切にしてくれる。安⼼して避難できる」

「俺にもこれぐらいは手伝える」 『記憶する』
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参加者（災害時要援護者）の声

• 2階の体育館へ上がる際、4人の方に助けていただいた。

地域愛を感じた。

• 初めてこのような訓練に参加した。支えてくれる方がいて

安心した。

• ありがたかった。普段から知っている方が迎えに来てくれ

て良かった。

• 小学校の北側道路を横断してきた。車もよく走っており、

災害時に安心してその道路が渡れるか心配。

出てくれば、知っている「人と会える」「安心する」

「役に立てた」という喜びと充実感を得ることも・・・

次も参加しよう！という気持ちが醸成される
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避難行動要支援者のひなん誘導

・要援護者は黄色のリボン、地域支援者

は青のリボンを目印につける。

・自宅からひなん所まで誘導する。

施設ではたらく障害者の寮から、

地域支援者となった住民が知的

障害者をひなん誘導。
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防災ミニ勉強会（15分）

写真などを使って・・・

①地域で予測される被害を知る

②発災後の被害のイメージを持つ

「なぜ防災対策を地域で今やらなけ

ればならないのか？」

の意識付け

要援護者搬送方法（30分）

消防署と消防団により、車椅子・担架な

どでの要援護者の搬送方法を指導して

頂いた。子どももけが人役で参加。

「初めて車椅子を押した」という方多数
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防災○×クイズ

炊き出し「芋煮」

・初めての取り組み。来年もやってほしい。

・楽しかった！また参加したい。

・ベランダから見ている住民も多数。来年

度の参加者増に期待大！

・今回の反省点を次回に生かして、継続

的に取り組む意義を感じた（町内会長）

非常持ち出し袋チェック
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災害時要援護者夜間避難誘導訓練

いつも助けられるだけの存在にしない

愛知県岡崎市根石中4丁目町内会
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炊き出しを食べながら住民同士

でコミュニケーションを深める
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参加した要援護者の声

・訓練が夜間だったので、日中より恐怖感や不安感が増した。でも、

支援下さった方が知っている方ばかりだったので、安心感があった。

・もしも訓練じゃなかったらどうなっていたか・・と改めて考えるきっか

けになった。

・いつも迷惑ばかりかけて生活しているので、自分が訓練に参加す

ることでお役にたてるのがとてもうれしい。

・途中から雨が降り、寒かった。非常持ち出し袋には1週間分の薬、

お茶、水、カロリーメイトなどを入れて持っていった。明かりが少な

いと不安だが、周囲の皆さんが声をかけてくださり安心できた。

・次回もまた参加したい。
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【切り口】在宅避難者の安否確認／中学生と要援護者

2008年 岡崎市藤川西部町内会

中学生と一緒に取り組んだ防災訓練
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防災訓練での中学生の役割

１．避難所に避難せずに自宅にいる方を地図で

チェックする。

２．２～３名を１班とし、地図を持って自転車で直接

訪問をする。

３．訪問シートにもとずき、当事者や家族に聞き取り

をする。（身体状況、家の被害、その他の困りごと）

４．必要に応じて、食事や水・物資など生活用品を

運ぶ。
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地図をチェックして、役割分担決

めて、さぁ、自転車でスタート！

帰ってきたらお互いの情報を共有
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中学生が聞き取ってきたこと

• 自閉症の家族を訪問。家族から当事者について「人

とのコミュニケーションが苦手、一人で動けるが集団

の中で生活するのは難しい」という説明を受ける。実

際に家での様子は、こちらから働きかけてもあまり動

かないように感じた。

• 高齢者世帯を訪問。食事は経管栄養のため、普通

のご飯は食べられない。以前に足を骨折してから寝

たきりになってしまった。

• 一人暮らし高齢者を訪問。家族はいるが、外で暮ら

しているとのこと。実際に災害にあった時、家族がい

ないので大丈夫だろうかと心配になった。
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中学生が要援護者の避難誘導係 坂道の大変さを知る
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当事者や施設職員のアドバイスをもらいながら、注意を払い

つつ、一生懸命に取り組む
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避難所。でも出入り口には段差が・・・

コンパネで手作りスロープを作る
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電動車いすでも安全に下りられた

52



・子どもをつれて初めて参加。

・地域の方から声をかけて下さった

ので参加しようと思った。

・訓練に参加して、日ごろ顔を少し

知っているな、、と思っていた人

が声をかけてくれてうれしかった。

・近所からの声かけが無かったら、

みなさんに迷惑がかかるという

気持ちが強く、このような訓練に

自分から参加しようと思わなかっ

た。

・実際に接して触れてもらって、周

囲の人に「こんな子どももいるん

だ」ということを知ってもらういい

機会だと思った。

・避難所に「要援護者待避所」が設

置されたことで、自分たちの居場

所ができたようで、安心して会場

にいられた。参加できて本当によ

かった。

訓練に参加した重症心身障害者の親の聞き取りから

～2008年度 岡崎市藤川西部町内会～
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・最初から100点満点を目指さない。

まずは、ひとりでも要援護者が参加してくれたら一歩進んだと

考えようと、全体で合意した。

・訓練当日までに、避難行動要支援者のお宅へ4回程度訪問した。

1回目：顔合わせ・台帳作成の意義や内容の説明

2回目：登録への声かけ、登録

3回目：地域支援者のお知らせ、防災訓練への参加呼びかけ

4回目：防災訓練の参加有無の最終確認と訓練内容の説明

※4回の訪問を通じて、当事者や家族との信頼関係が深まった。

特に特に特に特に障がい障がい障がい障がい者世帯は、最初どのように接してよいか分からず、「腫れもの者世帯は、最初どのように接してよいか分からず、「腫れもの者世帯は、最初どのように接してよいか分からず、「腫れもの者世帯は、最初どのように接してよいか分からず、「腫れもの

に触るような」感覚でいたが、会話を重ねることにより、壁を作っているに触るような」感覚でいたが、会話を重ねることにより、壁を作っているに触るような」感覚でいたが、会話を重ねることにより、壁を作っているに触るような」感覚でいたが、会話を重ねることにより、壁を作っている

のは自分たちの方だと気づいた。家族の意向や障がいの状況が理解でき、のは自分たちの方だと気づいた。家族の意向や障がいの状況が理解でき、のは自分たちの方だと気づいた。家族の意向や障がいの状況が理解でき、のは自分たちの方だと気づいた。家族の意向や障がいの状況が理解でき、

地域の助け合いが必須であること、自分たちが支援者として手を出せる範地域の助け合いが必須であること、自分たちが支援者として手を出せる範地域の助け合いが必須であること、自分たちが支援者として手を出せる範地域の助け合いが必須であること、自分たちが支援者として手を出せる範

囲がわかった。囲がわかった。囲がわかった。囲がわかった。

町内会長コメント
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港区港楽学区４町内合同

ひなん所運営委員会の取り組み

[地域の特徴]

・東海・東南海地震では震度

6強以上。

・埋立地のため液状化の危険

が高い。

・堀川に囲まれており、川より

も土地が低い。

・伊勢湾台風ではひざ下まで

水に浸かった。

・ひなん所は学区内に6箇所。

・学区内は約4000世帯。

[訓練までの準備]

①ひなん所運営委員会の立ち上げ

（学区内で希望する4つの町内会

の代表者で構成）

②ひなん所運営訓練での活動メ

ニューの検討

③高齢者や障がい者に必要なサポー

ト方法講習会の実施
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訓練内容のメニュー

①初期消火およびひなん所誘導訓練

②ひなん所での入居者把握訓練

③ひなん所についての講義

④手作りトイレの設置訓練

⑤ＡＥＤ確認訓練

⑥要援護者の移動サポートと情報伝達訓練

⑦男の炊き出し訓練
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ひなん者名簿の記入

ヘルプリボンとサポートリボン

名簿登録（ひなんしゃカードの記入）

時に、避難所生活でお手伝いが必要

な方にはピンクリボンを、困っている人

やことのお手伝いができる方にはブ

ルーリボンを配布しました。

困りごと相談窓口の設置

「トイレへの付き添いが必要」「体調

が悪い」など日常生活でサポートが

必要な方や避難所生活で不安や心

配事のある方の相談を受け付けま

した。
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ちょっとした配慮

洋式トイレを手作り！床に座ることがつ

らい方のために壁際に平均台を並べたり、

聴覚がい害の方にもわかるように紙によ

る案内も行いました。
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要援護者から学ぶ

お手伝いが必要な方（要援護者）1人

にお手伝い担当の方2人というチームを

作りました。まずは要援護者の方が具

体的にどんなお手伝いが必要なのかを

教えます。

おいしい炊き出し（白米と豚汁）

お箸が使いにくいという方にはたねなし梅

干が入ったおにぎりやスプーンを用意しま

した。また、炊き出しは女性がつくる！とい

う概念を覆すべく、「男の炊き出し」を行い

ました。
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盲導犬とともに参加されて

要援護者も避難所で生活できるよ

う配慮を呼びかけるとともに盲導犬

への理解や対応の仕方お話してく

ださいました。参加者全員にとって

とても貴重なお話でした。

体験してみて初めてわかる発見

がたくさん

チームごとに避難所を回り、ひなん所の、

よいところ、わるいところをチェックしました。

取り組みの成果

・住民レベルでも要援護者に配慮した避難所環境が整えられるということへの理解が

深まり、主体的に関わることにより、全体の機運が醸成された。

・みんないち地域住民という立場で発言する場ができた。
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日常の取り組みを通じて

地域の色んな人たちと『協働』しよう！

ひとりにつながる人のパイプ人のパイプ人のパイプ人のパイプが増える

民生委員

自治会

老人会

当事者

団体

福祉施設

事業所

行政

企業

NPO

ボランティ

ア

学校

PTA
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知っていればできること

練習すればできること

が沢山あります

防災を

互いの存在を記憶する

ためのきっかけづくりに
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